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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

発
生
し
、
三
年
目
に
入
り
ま
し
た
が
、

こ
れ
ま
で
主
流
だ
っ
た
オ
ミ
ク
ロ
ン

株
が
変
異
種
に
置
き
換
わ
り
、
第
七

波
の
感
染
拡
大
が
危
惧
さ
れ
る
な
ど
、

い
ま
だ
に
感
染
収
束
の
出
口
が
見
え

な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
て
、
安

全
性
を
考
慮
し
た
結
果
、
令
和
四
年

度
の
定
時
総
会
も
、
残
念
な
が
ら
昨

年
、
一
昨
年
に
引
き
続
き
、
会
員
の

皆
様
か
ら
は
で
き
る
だ
け
委
任
状
等

を
提
出
し
て
い
た
だ
い
て
、
出
席
者

を
縮
小
し
て
開
催
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

し
か
し
、
三
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
も
徐
々
に
進
ん
で
お
り
ま
す
の
で
、

さ
ら
に
接
種
率
が
上
が
れ
ば
、
近
い

将
来
に
感
染
が
収
束
し
、
来
年
度
の

総
会
で
は
会
員
の
皆
様
が
一
堂
に
会

す
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
期
待
し
て

お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
国
際
的
に
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
は
じ
め
、
昨

今
の
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
な
ど
、
様
々
な
問
題
が
発
生
し
て

お
り
、
こ
れ
ら
が
日
本
経
済
に
も
大

き
な
打
撃
を
与
え
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
近
年
の
定
年
制
の
延
長

や
、
来
年
十
月
か
ら
導
入
さ
れ
る
予

定
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
へ
の
不
安
な

ど
、
様
々
な
要
因
も
あ
っ
て
、
全
国

の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員

数
は
、
近
年
七
十
万
人
前
後
を
推
移

�

理
事
長
　
長
　
瀬
　
洋
　
男

定
時
総
会
あ
い
さ
つ

令
和
四
年
度

し
て
お
り
、
残
念
な
が
ら
停
滞
し
て

い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
状

況
の
中
、
当
セ
ン
タ
ー
の
令
和
三
年

度
末
の
会
員
数
は
、
令
和
二
年
度
か

ら
十
二
名
増
の
千
三
百
十
七
名
と

な
っ
て
お
り
、
お
陰
様
で
七
年
連
続

で
増
加
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
当
セ
ン
タ
ー
の
令
和
三

年
度
の
請
負
の
受
託
事
業
収
益
は
四

億
八
千
三
百
二
十
七
万
一
千
円
と
、

対
前
年
比
二
千
六
百
九
十
万
一
千
円

の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
派
遣
事
業
も
順
調
で
、
契

約
金
額
は
対
前
年
比
で
一
千
三
百
四

十
四
万
三
千
円
増
の
、
過
去
最
高
額

の
一
億
千
六
百
五
十
二
万
四
千
円
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
大
き
な
成
果
も
、
ひ
と

え
に
会
員
の
皆
様
の
ご
尽
力
と
ご
協

力
の
賜
物
で
あ
り
、
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

今
年
度
は
、
当
セ
ン
タ
ー
の
「
中

期
事
業
計
画
（
令
和
二
年
～
六
年

度
）」
の
三
年
目
の
年
で
す
。
コ
ロ

ナ
禍
で
厳
し
い
状
況
で
す
が
、「
自

主
・
自
立
、
共
働
・
共
助
」
を
基
本

に
、
会
員
の
皆
様
と
、
事
業
の
質
的

向
上
と
量
的
拡
大
を
着
実
に
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
の
委
託
事
業
で
あ
る

「
生
涯
現
役
促
進
地
域
連
携
事
業
」

に
つ
い
て
は
、「
地
域
協
働
コ
ー

ス
」
の
最
終
年
で
あ
り
、
引
き
続
き

就
労
相
談
な
ど
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

令
和
三
年
度
は
、
残
念
な
が
ら
事

故
が
二
件
発
生
し
ま
し
た
の
で
、
事

故
ゼ
ロ
を
目
標
に
、
安
全
意
識
の
徹

底
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、

会
員
の
皆
様
か
ら
も
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

今
後
と
も
会
員
の
皆
様
と
関
係
各

位
の
よ
り
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力

を
改
め
て
お
願
い
申
し
上
げ
て
、
ご

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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六
月
八
日
（
水
）
午
後
二
時
よ
り
、
ホ
テ
ル

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
山
形
に
お
い
て
、
令
和
四
年

度
定
時
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
を

図
る
た
め
、
昨
年
度
と
同
様
に
、
出
席
者
を
最

小
人
数
に
縮
小
し
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

出
席
者
は
、
感
染
予
防
・
防
止
対
策
を
と
り
、

会
議
に
臨
み
ま
し
た
。

　

事
務
局
よ
り
、
定
足
数
の
報
告
が
あ
り
、
出

席
者
十
四
名
、
委
任
状
に
よ
る
議
決
権
行
使
者

九
一
四
名
、
合
せ
て
出
席
者
は
九
二
八
名
に
な

り
、
会
員
総
数
（
一
、
一
八
四
名
）
の
七
八
・

四
％
に
達
し
総
会
は
成
立
し
ま
し
た
。

　

本
木
副
理
事
長
の
開
会
挨
拶
、
長
瀬
理
事
長

の
代
表
挨
拶
に
続
き
、
議
長
に
金
井
地
区
の
山

口
重
雄
会
員
を
選
出
し
、
議
事
が
進
め
ら
れ
ま

し
た
。

　

報
告
事
項
四
件
、
審
議
事
項
二
件
に
つ
い
て
、

事
務
局
長
よ
り
詳
細
な
説
明
が
あ
り
、
審
議
・

採
決
の
結
果
、
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
新
役
員
の
紹
介
が
行
わ
れ
、
令

和
四
年
度
定
時
総
会
は
滞
り
な
く
終
了
し
ま
し

た
。

　

会
員
の
表
彰
式
は
行
わ
れ
ず
、
表
彰
の
受
賞

者
の
方
に
は
、
ご
自
宅
に
表
彰
状
が
送
付
さ
れ

ま
し
た
。

　

来
年
は
、
多
く
の
会
員
の
皆
様
が
参
加
で
き

る
、
総
会
開
催
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

令和４年度定時総会を開催令和４年度定時総会を開催
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　我が国の総人口は長期的な減少傾向にあり、１５歳～６４歳の生産年齢人口も減少しております。
一方、６５歳以上の高齢者人口は増加を続けております。労働力人口が減少する中、シルバー人
材センターの役割は地域社会の活性化のため、ますます重要になっております。就業機会の拡
大や会員の拡大を図ることが急務となり、就業機会の拡大、職域の拡大と併せ、積極的に会員
の拡大を図ることが大変重要になっております。
　当センターにおいても、「会員１００万人達成計画」を目標に、会員拡大に取り組みます。また、
シルバー人材センター事業においては、「中期事業計画」に基づき事業に取り組んでおり、基
本理念である「自主・自立、共働・共助」を堅持しながら、一層の機能強化と効率的な事業運
営の推進に取り組んでまいります。
　令和３年度は、令和２年度からの新型コロナウイルス感染症の拡大・継続により、計画した
事業の多くが実施できませんでした。今年度も状況を注視しながら事業を進めてまいります。
（事業計画や予算等、詳しくは令和４年度定時総会議案書をご参照ください。）

重点課題
　１．新入会員増と退会会員の抑制の取組み
　２．会員の資質の向上
　３．就業機会の拡大と受注件数の増加
　４．派遣事業の推進
　５．会員組織の充実と活性化
　６．安全就業推進の強化
　７．公益社団法人としての機能強化
　８．経営の効率化と財源の確保

　令和３年度も新型コロナウイルス感染症の世界的な流行が継続し、我が国の生活や経済に大
きな影響を与えました。国の推計では２０２１年度の実質ＧＤＰ成長率や有効求人倍率が回復しつ
つあり、コロナの影響が弱まる傾向にありますが、ロシアのウクライナ侵攻の影響がこれから
出てくるものと思われます。
　当センターは、令和３年度は「中期事
業計画」の２年目として目標達成に向け
て取り組みました。コロナ禍により多く
の事業が中止になりましたが、会員の拡
大については令和２年度から１２人増の
１，３１７人にすることができました。
　事業実績は、請負事業においては堅
調に推移し、契約金額は昨年度より
２６，９０１千円増の４８３，２７１千円となりました。派遣事業は順調に推移し、契約金額は前年度対比
１３，４４３千円増（＋１３．０％）の１１６，５２４千円と、３年連続で１億円を上回りました。合計も過去
最高の金額となっております。
（詳しくは令和４年度定時総会議案書をご参照ください。）

令和３年度事業実績
項　目 ３年度実績 ２年度実績 比　較
正 会 員 数 1,317人 1,305人 12人
契 約 金 額 483,271千円 456,370千円 26,901千円
就業延人数 113,720人 109,121人 4,599人
受 託 件 数 5,019件 4,992件 27件
派 遣 事 業
契 約 金 額 116,524千円 103,081千円 13,443千円

あかねヶ丘作業所あかねヶ丘作業所

令和４年度　重点課題と事業計画

令和３年度　事 業 実 績 報 告

－ 4 －

令和４年７月１日 第 147 号シルバーやまがた



１．会員表彰（43名）
　会員として、５年以上在籍し、積極的に就業に励み、その業績が顕著であり、正副班長の推薦を受けた
７０歳を超えた方

地　区　名 氏　　　名 地　区　名 氏　　　名
第 ２ 地 区 佐　藤　　　誠 滝 山 １ 地 区 渋　谷　絹　代
第 ３ 地 区 大　津　　　昭 〃 齋　野　五兵衛

〃 村　山　テル子 滝 山 ２ 地 区 石郷岡　雪　雄
〃 佐　藤　好　子 〃 相　沢　光　男
〃 井　上　光　夫 〃 山　田　三千男
〃 垂　石　信　男 金 井 地 区 長　瀬　恵　子

第 ４ 地 区 八　嶋　國　夫 〃 三　井　政　子
第 ５ 地 区 大　場　正　仁 〃 太　田　　　寛
第 ６ 地 区 伊　藤　和　子 〃 椎　名　節　雄

〃 鈴　木　和　夫 〃 板　垣　　　毅
〃 櫻　井　賢　司 〃 加　藤　政　吉

鈴 川 ２ 地 区 阿　部　正　男 〃 戸　田　　　久
鈴 川 ３ 地 区 西　倉　賢　裕 〃 齊　藤　喜　一

〃 鹿　野　則　和 〃 福　田　美知子
〃 小　関　　　勝 南山形・本沢地区 庄　司　一　雄

千 歳 地 区 佐　藤　衣　江 〃 佐　藤　春　治
飯塚・椹沢地区 結　城　基　男 〃 高　橋　孝　義

〃 栂　野　勇　蔵 南 沼 原 地 区 伊　藤　　　廣
〃 須　藤　勇　市 〃 小笠原　洋　一
〃 佐　藤　　　勇 〃 香曽我部　　等

東 沢 地 区 加　藤　洋　一 〃 齋　藤　知　行
滝 山 １ 地 区 高　橋　ひろ子

令和４年度令和４年度　受　賞　者　紹　介　受　賞　者　紹　介

退任役員・新任役員紹介

佐　藤　雅　俊 淺　野　優　歩 中　村　広　志

黒　田　芳　広 土　田　郁　子 渡　部　正　美退任理事

新任理事
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本
年
四
月
に
山
形
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
事
務
局
長
と
し
て
採

用
に
な
り
、
六
月
八
日
の
定
時
総
会

で
常
務
理
事
に
就
任
い
た
し
ま
し
た

佐
藤
雅
俊
と
申
し
ま
す
。

　

前
職
は
山
形
市
役
所
で
、
主
に
福

祉
や
社
会
教
育
、
子
育
て
支
援
、
広

報
・
広
聴
な
ど
、
市
民
生
活
に
密
接

に
関
わ
る
仕
事
を
定
年
ま
で
担
当
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
四
十
年
以
上
の
歴
史
と

伝
統
の
あ
る
当
セ
ン
タ
ー
で
、
会
員

の
皆
様
の
た
め
に
働
け
る
機
会
を
い

た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
、
改
め
て
感

謝
と
責
任
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

近
年
、
コ
ロ
ナ
禍
を
は
じ
め
、
国

際
情
勢
の
不
安
定
化
等
に
伴
う
景
気

の
低
迷
、
定
年
制
の
延
長
な
ど
に
伴

う
六
十
五
歳
以
下
の
入
会
者
数
の
減

少
、
さ
ら
に
は
令
和
五
年
十
月
か
ら

ス
タ
ー
ト
す
る
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に

伴
う
負
担
の
増
加
な
ど
、
セ
ン
タ
ー

を
取
り
巻
く
状
況
は
年
々
厳
し
さ
を

増
し
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
厳
し
い
社
会

状
況
で
す
が
、
当
セ
ン
タ
ー
は
会
員

数
を
は
じ
め
、
請
負
事
業
、
派
遣
事

業
と
も
、
お
陰
様
で
順
調
に
伸
び
て

お
り
ま
す
。

　

今
後
さ
ら
に
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域

社
会
の
大
切
な
担
い
手
と
し
て
、
大

き
な
役
割
が
求
め
ら
れ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

「
壮
に
し
て
学
べ
ば
、
即
ち
老
い

て
衰
え
ず
」、「
六
十
に
し
て
六
十
化

す
」
と
い
う
先
人
の
言
葉
を
心
に
刻

み
、
市
民
目
線
で
変
化
を
恐
れ
ず
、

会
員
の
皆
様
が
、
働
く
喜
び
や
、
生

き
が
い
を
実
感
で
き
る
セ
ン
タ
ー
に

な
る
よ
う
に
精
一
杯
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

七
月
は
「
全
国
安
全
・
適
正
就
業

強
化
月
間
」
と
し
て
一
日
～
三
十
一

日
ま
で
の
間
、
全
シ
協
・
各
地
区
Ｓ

Ｃ
が
そ
れ
ぞ
れ
連
携
し
て
強
化
月
間

活
動
を
行
い
ま
す
。

　

山
形
市
Ｓ
Ｃ
で
は
令
和
三
年
度
に
、

会
員
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
努
力
に

よ
り
事
故
ゼ
ロ
が
九
カ
月
間
継
続
し

ま
し
た
が
、
令
和
四
年
一
月
に
、
凍

結
路
面
で
の
転
倒
に
よ
る
骨
折
事
故

が
二
件
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

　

事
故
ゼ
ロ
を
目
指
す
活
動
と
し
て

本
年
度
は
特
に
、
季
節
的
な
要
因
に

よ
る
事
故
や
、
繁
忙
期
の
事
故
防
止

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

四
月
末
に
は
、
こ
れ
か
ら
繫
忙
期

と
な
る
剪
定
班
の
会
合
に
参
加
し
て
、

事
故
防
止
に
つ
い
て
お
話
し
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
も
職
群
班

と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。
従
来
か
ら
の
取
組
み

で
あ
る
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
・
安
全
情

報
の
発
信
・
安
全
標
語
の
募
集
等
に

も
さ
ら
に
活
動
を
充
実
さ
せ
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

【
強
化
月
間
の
取
組
み
事
項
】

一�　

事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
た
活
動
の

推
進

　

◦�

定
期
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
、

安
全
意
識
の
啓
発
を
推
進

　

◦�

安
全
保
護
具
の
完
全
着
用
の
徹

底
で
、
人
身
事
故
と
物
損
事
故

｢

ゼ
ロ｣

を
推
進

二　

安
全
意
識
の
高
揚
策
の
充
実

　

◦�

安
全
標
語
の
募
集
と
優
秀
作
品

の
表
彰
及
び
山
形
県
Ｓ
Ｃ
連
合

会
が
実
施
す
る｢

安
全
就
業
標

語
募
集｣

対
し
推
薦
を
実
施

三　

会
員
の
健
康
管
理
意
識
の
高
揚

　

◦
総
合
健
康
診
断
の
受
診
を
推
奨

　

◦�

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
・
熱
中

症
予
防
対
策
の
徹
底

四　

交
通
事
故
防
止
の
啓
発

　

◦
通
勤
・
就
業
時
の
事
故
防
止

安
全
・
適
正
就
業
強
化
月
間

安
全
・
適
正
就
業
強
化
月
間

安
全
就
業
推
進
委
員
会
　
委
員
長
　
成
田
　
　
厳

令
和
四
年
度
ス
ロ
ー
ガ
ン

�

『
い
つ
ま
で
も
　
働
く
喜
び
　
無
事
故
か
ら
』

就
任
あ
い
さ
つ

就
任
あ
い
さ
つ

常
務
理
事

（兼）
事
務
局
長
　
佐
藤
　
雅
俊
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地域紹介地域紹介 わが街通信

小
林
　
好
一

第

十

地

区

　

第
十
地
区
は
、
霞
城
公
園
の
あ

る
霞
城
町
・
城
南
町
・
清
住
町
・

久
保
田
町
・
城
西
町
等
か
ら
西
バ

イ
パ
ス
に
至
る
街
で
す
。

　

地
区
に
は
霞
城
公
園
が
あ
り
桜

の
名
所
と
し
て
名
高
く
、
洋
風
建

築
と
し
て
有
名
な
山
形
市
郷
土
館

（
旧
済
生
館
本
館
）
も
あ
り
ま
す
。

四
季
折
々
様
々
な
風
景
で
訪
れ
る

人
々
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま

す
。

　

城
西
町
に
住
ん
で
二
十
数
年
に

な
り
ま
す
が
、
目
に
つ
く
の
が
空

き
家
と
少
子
化
で
す
。
大
通
り
に

面
し
て
い
る
所
は
空
き
家
も
解
体

さ
れ
、
新
し
い
住
宅
が
建
ち
世
代

交
代
が
進
ん
で
い
ま
す
。
た
だ
、

一
歩
通
り
を
入
る
と
空
き
家
、

高
齢
者
の
み
住
ん
で
い
る
の
が

目
立
っ
て
い
る
様
に
感
じ
ま
す
。

　

ま
た
、
娘
が
通
っ
て
い
た
幼

稚
園
も
５
ク
ラ
ス
あ
り
ま
し
た

が
、
孫
娘
が
通
っ
て
い
る
現
在

は
２
ク
ラ
ス
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

少
子
化
の
中
で
も
、
城
西
町

に
あ
る
財ざ

い

部ぶ

稲
荷
神
社
の
祭
典
で

子
供
神
輿
が
町
内
会
で
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
子
供
ら
の
に
ぎ
や
か
な

掛
け
声
。
保
護
者
も
一
緒
に
な
っ

て
「
お
札
」
と
「
お
神
酒
」
を

配
っ
て
歩
き
ま
す
。

　

少
な
い
な
が
ら
も
露
店
も
出
て
、

焼
き
そ
ば
と
か
買
い
求
め
る
子
供

ら
の
姿
が
あ
り
郷
愁
を
誘
わ
れ
ま

す
。

　

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
子
供
神
輿

も
中
止
が
続
き
、
霞
城
公
園
も
人

通
り
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
早
く
コ
ロ
ナ
が
収
束
し
、
に

ぎ
や
か
な
街
に
戻
っ
て
欲
し
い
と

願
っ
て
お
り
ま
す
。

山形市郷土館（旧済生館本館）山形市郷土館（旧済生館本館）

安
孫
子
　
保

山
寺
・
高
瀬
地
区

　

山
寺
・
高
瀬
地
区
は
山
形
市

の
最
北
東
部
に
位
置
し
、
自
然

環
境
に
恵
ま
れ
た
地
域
で
す
。

　

中
で
も
山
寺
は
松
尾
芭
蕉
の

句
や
、
春
夏
秋
冬
を
通
し
て
絶

景
を
楽
し
め
る
国
内
有
数
の
観

光
地
と
し
て
有
名
な
場
所
で
あ

る
こ
と
は
、
皆
さ
ん
ご
存
じ
の

通
り
で
す
。

　

で
は
、
私
の
住
む
高
瀬
地
区

は
と
云
う
と
、
山
形
県
の
花
で

も
あ
る
紅
花
が
あ
り
、
毎
年
七

月
に
紅
花
祭
り
が
盛
大
に
開
催

さ
れ
県
内
外
か
ら
多
く

の
皆
さ
ん
が
訪
れ
ま
す
。

　

ま
た
最
近
テ
レ
ビ

等
々
で
も
紹
介
さ
れ
て

い
る
清
流
高
瀬
川
に
数

百
匹
が
勇
壮
に
泳
ぐ
鯉

の
ぼ
り
は
迫
力
満
点
で

す
。

　

こ
れ
は
地
区
の
有
志

の
方
々
が
各
家
庭
に
呼

び
掛
け
、
思
い
出
深
い

鯉
の
ぼ
り
を
提
供
し
て

い
た
だ
き
、
桜
の
時
期
か
ら
五

月
中
旬
ま
で
色
と
り
ど
り
の
鯉

の
ぼ
り
を
泳
が
せ
て
く
れ
て
い

ま
す
。

　

高
瀬
地
区
に
は
、
他
に
も
伝

統
芸
能
の
「
田
植
踊
り
」「
大

黒
舞
い
」
な
ど
が
あ
り
、
毎
年

十
月
の
地
区
文
化
祭
に
て
披
露

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

自
然
豊
か
な
里
山
山
寺
・
高

瀬
地
区
に
是
非
一
度
足
を
運
ん

で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
！

高瀬川の鯉のぼり高瀬川の鯉のぼり

－ 7 －

令和４年７月１日 第 147 号シルバーやまがた



　

令
和
三
年
七
月
、
山
形
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
一
員
に
加
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
初
の
請
負
業
は
、
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
接
種
会
場
・
駐
車
場
整
理
を
、

七
月
か
ら
九
月
の
月
曜
～
金
曜
午
後

六
時
～
九
時
ま
で
の
三
時
間
、
土
・

日
曜
は
午
前
九
時
～
十
三
時
ま
で
の

四
時
間
・
十
四
時
～
十
八
時
の
四
時

間
の
三
パ
タ
ー
ン
を
常
時
一
名
（
三

名
体
制
）
で
業
務
、
夏
真
っ
盛
り
の

炎
天
下
で
の
仕
事
で
し
た
。
三
年
間

の
ブ
ラ
ン
ク
の
身
体
に
は
き
つ
い
も

の
で
し
た
が
、
来
場
さ
れ
る
市
民
の

皆
様
か
ら
の
、
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
に

や
り
が
い
を
感
じ
嬉
し
く
思
っ
た
も

の
で
す
。

　

そ
の
後
、
東
口
交
通
セ
ン
タ
ー

へ
の
就
業
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

さ
っ
そ
く
九
月
に
六
日
間
の
研
修
を

終
え
、
十
月
一
日
よ
り
駐
車
場
管
理

業
務
か
ら
就
業
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。

　

慣
れ
な
い
事
務
処
理
・
精
算
機
の

操
作
に
手
こ
ず
り
、
さ
ら
に
あ
わ
て

て
余
計
に
ミ
ス
を
招
く
悪
循
環
を
繰

り
返
し
て
お
り
ま
し
た
。
指
導
し
て

下
さ
る
先
輩
に
励
ま
さ
れ
、
現
在
に

至
っ
て
お
り
ま
す
。
皆
様
良
い
先
輩

方
ば
か
り
で
、
早
く
追
い
つ
く
べ
く

日
々
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
安
全

第
一
に
、
利
用
者
に
益
々
喜
ん
で
も

ら
え
る
駐
車
・
駐
輪
場
に
す
べ
く
、

頑
張
り
ま
す
。

　

四
月
に
な
る
と
今
年
も
大
好
き
な

山
菜
の
シ
ー
ズ
ン
が
始
ま
る
と
思
う

と
心
う
き
う
き
わ
く
わ
く
と
な
り
ま

す
。

　

目
的
地
は
秘
密

　

始
め
は
コ
ゴ
ミ
。
斜
面
全
体
に
群

生
し
て
お
り
、
た
だ
た
だ
一
心
不
乱

に
収
穫
に
励
む
ば
か
り
で
す
。

　

次
は
フ
キ
・
ミ
ズ
・
タ
ラ
ノ
メ
・

ア
イ
コ
そ
し
て
ハ
ワ
サ
ビ
な
ど
色
々

収
穫
が
出
来
た
場
所
で
し
た
が
、
大

雪
で
道
路
が
崩
れ
通
行
が
出
来
な
く

な
り
残
念
で
仕
方
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

続
い
て
は
、
最
近
ひ
ょ
ん
な
所
で

ワ
ラ
ビ
を
見
つ
け
、
久
し
振
り
の
収

穫
に
喜
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
し
て
春
最
後
に
収
穫
す
る
の
が

月
山
タ
ケ
で
す
。
以
前
は
こ
れ
ぞ
と

言
え
る
立
派
な
月
山
タ
ケ
を
リ
ュ
ッ

ク
サ
ッ
ク
一
杯
に
し
て
自
慢
し
て
お

り
ま
し
た
が
、
体
力
の
衰
え
に
は
勝

て
ず
、
質
・
量
共
に
大
幅
ダ
ウ
ン
す

る
も
の
の
そ
れ
な
り
に
楽
し
ん
で
お

り
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
こ
れ
ら
の
山
の

幸
は
食
卓
を
大
い
に
楽
し
ま
せ
て
く

れ
ま
す
が
、
山
菜
取
り
に
は
必
ず
友

人
達
と
出
掛
け
、
山
で
は
声
を
掛
け

合
い
、
安
全
を
確
認
し
な
が
ら
ガ
サ

ガ
サ
ゴ
ソ
ゴ
ソ
と
騒
い
で
楽
し
ん
で

い
ま
す
。

　

幼
少
期
ラ
ジ
オ
か
ら
流
れ
る
歌
は

皆
、
軍
歌
ば
か
り
と
い
っ
た
暗
い
時

代
。
町
に
は
若
者
が
戦
場
に
駆
り
出

さ
れ
、
子
供
や
年
寄
り
と
お
母
さ
ん

達
が
残
る
と
い
う
寂
し
い
時
代
で
も

あ
り
ま
し
た
。
楽
し
か
っ
た
祭
り
も
、

防
火
訓
練
に
取
っ
て
代
わ
り
楽
し
み

も
い
つ
し
か
無
く
な
り
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
苦
難
の
道
を
乗
り
越
え
終

戦
を
迎
え
昭
和
二
十
三
年
進
駐
軍
の

ジ
ー
プ
が
町
を
走
る
よ
う
に
な
り
、

時
代
の
確
か
な
変
化
が
見
ら
れ
る
中
、

鈴
川
三
地
区

�

川
合
　
研
治

勤
労
の
喜
び

第
一
地
区

�

髙
橋
　
利
晴

私
の
趣
味
（
た
の
し
い
春
）

蔵
王
地
区

�

加
藤
　
忠
二

我
が
人
生
の
歌
心
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時
折
ラ
ジ
オ
か
ら
聞
こ
え
る
並
木
路

子
の
「
リ
ン
ゴ
の
歌
」
を
耳
に
し
て

皆
さ
ん
が
心
を
潤
し
勇
気
付
け
ら
れ

た
こ
と
か
計
り
知
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

同
じ
頃
、
当
時
人
気
を
博
し
た
歌

手
、
岡
晴
夫
が
来
県
し
近
く
の
演
芸

館
に
兄
と
一
緒
に
行
き
「
憧
れ
の
ハ

ワ
イ
航
路
」
を
聴
い
た
の
が
我
が
人

生
歌
謡
曲
と
の
出
会
い
で
あ
り
原
点

と
な
っ
た
の
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
残

さ
れ
た
人
生
、
忘
れ
か
け
た
昭
和
の

名
曲
を
、
次
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
多

く
の
歌
仲
間
を
作
り
楽
し
み
歌
い
続

け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
四
年
四
月
で
マ
ッ
ク
ス
バ

リ
ュ
山
形
駅
西
店
商
品
陳
列
に
携

わ
っ
て
約
一
年
が
経
過
し
た
。

　

未
経
験
の
業
務
だ
が
、
改
め
て
商

品
知
識
の
無
さ
を
痛
感
し
て
い
る
。

　

お
客
様
か
ら
「
〇
〇
は
ど
こ
に
あ

り
ま
す
か
？
」
と
度
々
聞
か
れ
る
が
、

「
そ
れ
っ
て
何
で
す
か
？
」
と
逆
に

確
認
さ
せ
て
い
た
だ
く
事
が
何
度
か

あ
っ
た
。

　

そ
の
内
で
一
番
恥
ず
か
し
く
、
お

客
様
に
失
礼
し
た
事
例
を
紹
介
し
た

い
。

（
七
十
歳
前
後
と
思
わ
れ
る
男
性
）

お
客
様「
ク
ズ
コ
は
あ
り
ま
す
か
？
」

小
生
「
そ
れ
っ
て
何
で
す
か
、
何
す

る
も
の
で
す
か
？
」

お
客
様
「
と
ろ
み
を
つ
け
る
も
の
で

す
が
」

小
生
「
そ
れ
で
は
こ
ち
ら
で
よ
ろ
し

い
か
と
思
い
ま
す
。」

　

帰
宅
し
て
か
ら
女
房
に
「
ク
ズ

コ
っ
て
何
だ
ろ
う
？
」
と
聞
い
た
ら
、

「
く
ず
湯
の
粉
じ
ゃ
な
い
の
。」
と

の
こ
と
。

　

思
わ
ず
「
あ
っ
そ
う
か
！
片
栗
粉

を
す
す
め
て
し
ま
っ
た
。」（
女
房
大

笑
い
）

　

頭
が
回
ら
ず
大
失
敗
、「
今
度
お

見
か
け
し
た
ら
お
詫
び
し
よ
う
。」

と
思
っ
て
い
る
が
、
ま
だ
お
会
い
で

き
ず
。

　

記
憶
力
の
低
下
と
共
に
、
ス
ム
ー

ズ
な
業
務
遂
行
と
は
い
か
な
い
が
、

引
続
き
明
る
く
元
気
に
頑
張
り
た
い
。

「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。」

　

山
形
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
方
よ
り
原
稿
依
頼
が
あ
り
、
気
軽

に
お
引
き
受
け
を
し
ま
し
た
。
内
容

は
、
趣
味
で
も
何
で
も
良
い
と
の
事

で
し
た
。
で
も
、
考
え
て
み
る
と
掲

載
す
る
様
な
趣
味
は
全
く
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
近
況
報
告
い
た
し
ま
す
。

　

今
、
勤
務
し
て
い
る
所
は
ス
ー

パ
ー
で
す
。
仕
事
は
商
品
の
補
充
で

す
。
初
め
て
の
業
務
で
不
安
は
あ
り

ま
し
た
が
、
社
員
の
皆
様
が
親
切
に

指
導
し
て
下
さ
り
、
一
年
の
経
過
と

な
り
ま
し
た
。
賞
味
期
限
の
あ
る
も

の
は
、
陳
列
を
奥
に
！
で
も
、
お
客

様
は
、
奥
か
ら
商
品
を
買
っ
て
ま
す

ネ
。
年
配
の
主
婦
は
、
買
い
物
の
プ

ロ
で
す
。
で
も
、
賞
味
期
限
が
過
ぎ

れ
ば
、
廃
棄
と
な
る
ん
で
す
。
ま
だ

ま
だ
覚
え
る
事
が
あ
り
ま
す
が
、
頑

張
っ
て
勤
務
し
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
も
三
年
目
に
な
り
、

う
っ
と
う
し
か
っ
た
マ
ス
ク
も
顔
の

一
部
に
な
り
ま
し
た
。
集
会
も
出
来

な
い
の
で
、
同
級
会
、
同
窓
会
、
友

人
と
の
飲
み
会
な
ど
、
ま
た
や
れ
る

の
は
い
つ
か
な
？
な
ん
て
考
え
て
い

る
こ
の
頃
で
す
。
と
り
あ
え
ず
元
気

で
す
。

東
沢
地
区

�

梅
津
　
俊
弘

近
況
報
告

東
沢
地
区

�

近
野
　
和
広

そ
れ
っ
て
何
で
す
か
？
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山
形
市
庁
舎
南
側

の
山
形
市
中
央
駐
車

場
の
管
理
業
務
に
、

十
名
の
シ
ル
バ
ー
の

仲
間
が
従
事
し
て
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

勤
務
は
、
二
人
組

み
の
五
班
編
成
で
シ

フ
ト
を
組
み
、
出
勤

日
は
、
七
時
始
業
の
早
番
と
十
四

時
三
十
五
分
始
業
の
遅
番
が
あ
り
、

二
勤
三
休
が
基
本
で
す
。
主
な
業

務
は
、
入
り
口
や
ト
イ
レ
及
び
駐

車
ス
ペ
ー
ス
の
清
掃
や
除
雪
、
凍

結
や
滑
走
防
止
な
ど
の
安
全
確
保
、

精
算
、
回
数
券
販
売
、
利
用
者
か

ら
の
相
談
対
応
等
で
す
。

　

令
和
四
年
一
月
に
は
、
業
務
に

大
き
な
変
化
が
あ
り
ま
し
た
。
自

動
精
算
機
が
導
入
さ
れ
、
機
械
の

取
り
扱
い
や
ト
ラ
ブ
ル
発
生
時
の

対
応
法
の
研
修
を
実
施
し
、

新
シ
ス
テ
ム
導
入
の
実
施
に

向
け
て
準
備
を
し
ま
し
た
。

先
に
自
動
精
算
機
を
導
入
し

て
い
る
済
生
館
前
駐
車
場
に

出
向
き
、
勤
務
す
る
シ
ル

バ
ー
会
員
の
方
々
か
ら
手
作

り
の
詳
し
い
資
料
を
も
と
に
八
日

間
、
し
っ
か
り
研
修
を
受
け
ま
し

た
。
佐
藤
さ
ん
は
、「
お
か
げ
さ

ま
で
こ
れ
ま
で
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル

も
な
く
業
務
に
当
た
っ
て
い

る
。」
と
の
こ
と
で
、
大
変
感
謝

さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
小
銭
の
集
計
業
務
が
軽

減
さ
れ
て
煩
わ
し
さ
が
減
る
反
面
、

市
役
所
利
用
者
の
出
入
り
が
非
常

に
多
く
、
高
齢
者
の
逆
走
防
止
が

以
前
に
増
し
て
気
が
か
り
だ
そ
う

で
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
同
僚
の
シ
ル

バ
ー
会
員
と
の
懇
親
な
ど
は
な
か

な
か
難
し
い
中
で
す
が
、
定
期
的

に
行
う
班
長
会
議
な
ど
を
通
じ
て

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
な

が
ら
円
滑
な
業
務
の
推
進
を
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

�

（
取
材
・
広
報
部
）

　

雄
大
な
蔵
王
を
望

む
高
台
に
あ
る
「
蔵

王
み
は
ら
し
の
丘

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
パ
ー

ク
」
は
、
平
成
十
六

年
か
ら
山
形
県
が
整

備
を
始
め
て
平
成
二

十
七
年
に
完
成
。
管

理
棟
は
ら
っ
ぱ
館
、

ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
場
、
い
も
煮
広
場
、

う
ま
の
す
け
カ
フ
ェ
と
付
帯
す
る

芝
生
広
場
や
植
栽
、
屋
外
ト
イ
レ

の
施
設
が
あ
り
ま
す
。

　

四
季
を
通
じ
て
管
理
棟
で
は
、

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
や
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
、
屋
外
は
、

コ
ロ
ナ
の
影
響
か
ら
家
族
連
れ
で

外
遊
び
や
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
最

年
少
金
メ
ダ
ル
受
賞
に
輝
い
た
ス

ケ
ー
タ
ー
に
影
響
さ
れ
て
、
利
用

す
る
子
ど
も
達
が
増
加
し
て
い
ま

す
。

　

こ
ち
ら
で
は
、
三
月
中
旬
か
ら

十
二
月
中
旬
ま
で
、
会
員
二
名
が

週
三
回
ず
つ
、
午
前
九
時
か
ら
十

二
時
ま
で
勤
務
し
て
い
ま
す
。
訪

問
日
に
勤
務
さ
れ
て
い
た
会
員
は
、

深
瀬
千
代
江
さ
ん
。
令
和
二
年
七

月
よ
り
就
業
さ
れ
て
い
ま
す
。
主

な
業
務
は
、
管
理
棟
内
の
清
掃
、

公
園
内
屋
外
ト
イ
レ
二
棟
の
清
掃
、

公
園
内
屋
外
ご
み
収
集
な
ど
、
清

掃
業
務
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

　

シ
ル
バ
ー
会
員
に
な
っ
た
の
は
、

南
イ
オ
ン
の
前
で
加
入
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
の
ビ
ラ
を
も
ら
い
熱
心
な

勧
誘
を
受
け
た
こ
と
が
き
っ
か
け

で
、
家
族
介
護
の
経
験
か
ら
開
放

感
の
あ
る
自
然
を
感
じ
る
業
務
を

希
望
し
て
い
ま
し
た
。
利
用
者
が

快
適
に
使
用
で
き
る
よ
う
に
と
、

日
々
思
い
な
が
ら
仕
事
を
し
て
い

ま
す
。
晴
れ
た
日
は
汗
を
か
き
、

雨
の
日
は
合
羽
を
着
て
作
業
を
す

る
。
自
然
と
一
緒
に
な
っ
て
働
く

こ
と
が
、
こ
ん
な
に
楽
し
く
自
分

に
合
っ
て
い
る
天
職
み
た
い
で
す

と
、
満
足
そ
う
な
作
業
着
姿
が
印

象
に
残
り
ま
し
た
。

�

（
取
材
・
広
報
部
）

就業会員を訪ねて就業会員を訪ねて

佐藤　利彦
山形市中央駐車場管理業務

深瀬千代江
蔵王みはらしの丘

ミュージアムパーク清掃業務

深瀬千代江さん深瀬千代江さん

佐藤利彦さん佐藤利彦さん
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新
入
会
員
紹
介

第

一

地

区	

渡
辺　

博
二

第

二

地

区	

髙
橋
美
佐
子

	

安
部　

佳
也

第

三

地

区	

太
田　

正
博

	

粕
谷　

文
彦

第

四

地

区	

佐
久
間
あ
や
子

	

鈴
木　

祐
子

第

五

地

区	

黒
沼　

久
志

	

深
田　

良
一

	

尾
関
恵
美
子

第

六

地

区	

渡
邉　
　

淳

	

會
田　

弘
子

	

那
須
久
三
子

西

地

区	

佐
藤　

勇
二

	

松
田
み
さ
子

第

八

地

区	

村
岡　

純
子

	

柏
倉　

俊
夫

	

髙
橋　

誠
一

第

九

地

区	

佐
藤　
　

弘

第

十

地

区	

佐
々
木
則
夫

鈴
川
一
地
区	

鎌
田　

文
昭

鈴
川
二
地
区	

大
場
つ
た
子

鈴
川
三
地
区	

垂
石　

年
由

	

伊
藤　
　

茂

千

歳

地

区	

海
和
リ
チ
子

	

大
山　

悦
男

	

橋
本　
　

修

	

阿
部　

米
子

東

沢

地

区	

横
尾
ま
さ
子

滝
山
一
地
区	

伊
藤　

利
博

	

菅
野　

正
由

	

朝
倉　

朋
子

滝
山
二
地
区	

工
藤
富
士
雄

	

庄
司　

紀
子

出
羽
・
明
治
地
区	

髙
宮　

常
夫

	

小
林　

君
代

	

東
海
林
寿
幸

金

井

地

区	

細
谷
ア
ツ
子

	

前
田　
　

宏

大

郷

地

区	

渡
邉　

幸
子

	

進
藤　

栄
司

山
寺
・
高
瀬
地
区	

安
孫
子
實
治

楯

山

地

区	

宝
沢
市
太
郎

蔵

王

地

区	

木
村　

リ
エ

	

築
田　

正
義

	

冨
塚　

辰
治

南
山
形
・
本
沢
地
区	

小
笠
原
ふ
さ
子

南
沼
原
地
区	

安
孫
子
近
三

	

安
達　

秀
嗣

	

田
中　

玲
子

	

折
原　

恒
蔵

西

部

地

区	

飛
塚　

敬
一

	

清
野
き
よ
子

	

加
藤　

信
一

出
羽
・
明
治
地
区

東
海
林
淳
悦

　

約
七
年
前
に
、

色
々
な
植
物
を
育
て
て
み
よ
う
と
思

い
、
バ
ラ
を
中
心
に
何
種
類
か
買
っ

て
み
ま
し
た
。
知
り
合
い
の
園
芸
店

の
方
に
相
談
し
て
、
オ
ー
ル
ド
ロ
ー

ズ
、
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ロ
ー
ズ
、
フ

レ
ン
チ
ロ
ー
ズ
な
ど
品
種
別
に
教
え

て
も
ら
い
ま
し
た
。
最
初
は
イ
ン
グ

リ
ッ
シ
ュ
ロ
ー
ズ
を
三
本
買
っ
て
地

植
え
し
ま
し
た
。

　

時
々
園
芸
店
へ
行
っ
て
、
オ
ー
ル

ド
ロ
ー
ズ
を
眺
め
て
い
る
と
美
し
い

花
の
色
と
香
り
に
惹
か
れ
て
、
オ
ー

ル
ド
ロ
ー
ズ
を
中
心
に
そ
ろ
え
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
つ
る

バ
ラ
、
半
つ
る
バ
ラ
を
多
く
植
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
で
は
五
十

本
近
く
に
な
り
ま
し
た
。

　

ク
レ
マ
チ
ス
も
つ
る
花
な
の
で
、

そ
れ
を
バ
ラ
の
隣
に
植
え
て
あ
り
ま

す
。

　

そ
し
て
今
は
、
き
れ
い
な
花
が
咲

く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ダ
マ
ス
ク

の
香
り
が
一
番
好
き
で
す
。
人
の
手

が
加
え
ら
れ
て
い
な
い
原
種
は
約
百

五
十
種
あ
る
そ
う
で
す
が
、
主
に
北

半
球
で
生
ま
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

五
万
種
以
上
の
バ
ラ
が
存
在
し
て
い

ま
す
が
、
そ
の
源
に
な
っ
た
の
は
、

た
っ
た
の
九
種
で
す
。

　

原
種
の
美
し
さ
は
完
成
度
の
高
い

姿
か
ら
わ
か
り
ま
す
。
そ
の
個
性
的

な
趣
が
、
自
分
は
大
好
き
な
の
で
す
。

バ
ラ
と
ク
レ
マ
チ
ス
の
あ
る
庭

シ
ル
バ
ー
に

人
あ
り 

技
あ
り

�

心
あ
り

玄関先のバラ棚玄関先のバラ棚
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あ と が き
　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
三
度
目
の
夏
が

や
っ
て
き
ま
し
た
。
世
の
中
は
、

少
し
ず
つ
ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
の
生
活

の
あ
り
方
を
模
索
し
て
い
ま
す
。

　

全
国
各
地
で
「
祭
り
」
や
「
観

光
イ
ベ
ン
ト
」
の
実
施
が
マ
ス
コ

ミ
で
報
じ
ら
れ
た
り
、
身
近
な
文

化
施
設
で
の
公
演
が
増
え
て
文
化

活
動
が
復
活
し
て
き
た
り
し
て
、

街
並
み
の
に
ぎ
わ
い
も
少
し
ず
つ

戻
っ
て
き
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら

れ
ま
す
。

　

そ
ん
な
今
だ
か
ら
こ
そ
、
私
た

ち
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員

は
、
社
会
を
支
え
る
一
人
と
し
て

の
自
覚
を
し
っ
か
り
と
持
ち
た
い

も
の
で
す
。
十
分
な
感
染
拡
大
防

止
策
を
と
り
、
で
き
る
と
こ
ろ
か

ら
社
会
生
活
を
前
に
進
め
る
取
り

組
み
を
行
っ
て
参
り
ま
し
ょ
う
。

　

今
後
も
、
ご
苦
労
さ
れ
な
が
ら

も
元
気
に
前
向
き
に
就
業
し
生
活

さ
れ
て
い
る
会
員
の
皆
様
の
様
子

を
、
こ
の
会
報
を
通
し
て
数
多
く

お
伝
え
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
会
員
の
皆
様
の
ご
健

康
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
し

て
お
り
ま
す
。�

（
Ｋ
・
Ｊ
）

お
知
ら
せ
と

�

お
願
い

常
務
理
事
（兼）
事
務
局
長�

佐
藤　

雅
俊

業
務
課
長�

菅
野　

千
春

業
務
係

業
務
主
任�
平
田　

悦
一

主
任�

原
田　

弘
之

主
事�

石
川　
　

基

就
業
機
会
創
出
員�

吉
田　

和
志

嘱
託
職
員�

髙
橋　

沙
織

総
務
係

係
長�

斎
藤　

康
子

嘱
託
職
員�

渡
辺　

初
美

嘱
託
職
員�

佐
藤　

弥
生

事
務
局
紹
介

■
配
分
金
支
払
日

　

七
月
二
十
日（
水
）

　

八
月
十
九
日（
金
）

　

九
月
二
十
日（
火
）

■
入
会
説
明
会（
午
後
一
時
三
十
分
）

　

会
員
の
皆
さ
ん
か
ら
も
入
会
の
勧

誘
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

七
月
七
日（
木
）　

十
四
日（
木
）

　
　
　

二
十
一
日（
木
）

　

八
月
二
日（
火
）　

九
日（
火
）

　
　
　

十
八
日（
木
）

　

九
月
一
日（
木
）　

八
日（
木
）

　
　
　

十
五
日（
木
）

■
就
業
相
談
日（
午
後
一
時
三
十
分
）

　
（
就
業
に
関
し
て
の
相
談
で
す
）

　

七
月
十
三
日（
水
）

　

八
月
三
日（
水
）

　

九
月
十
四
日（
水
）

　
　
訃
　
報

　

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す

第
二
地
区

　

石
黒

忠
克
さ
ん（
七
十
九
歳
）

　
※�

就
業
相
談
の
受
付
は
午
後
一

時
十
五
分
か
ら
で
す
。

　
　�

予
約
等
は
で
き
ま
せ
ん
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

会
員
の
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
て

い
る
年
度
会
費（
会
員
互
助
会
除
く
）

の
主
な
使
用
内
容
に
つ
い
て
は
左
記

の
と
お
り
で
す
。

　

会
員
傷
害
保
険
料�（
一
人
あ
た
り
）

　
　

二
千
百
九
十
円

　

総
会
議
案
書
・
会
報
印
刷
費
等

　
　

九
百
円

�

（
う
ち
、
三
百
十
円
を
充
当
）

年
度
会
費
は
傷
害
保
険
料
に
充
当
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